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６月１４日「第１１回大仙市老連８人制バレーボール親睦交流大会」が開催され、熱戦が繰り広げられました。



2

July.2016 DAISEN City Council News 第２回定例会の概要

人
　
事
　
案

単
　
行
　
案

条
　
例
　
案

第２回定例会
　第２回定例会は、５月３０日から６月２０日
までの２２日間の会期で行われました。
　本会議１日目に、栗林市長の市政報告が行わ
れました。
　市当局提出の人事案３件、条例案１件、単行
案７件、補正予算案４件を同意・原案可決した
ほか、請願１件を採択、陳情３件のうち１件を
採択、１件を不採択、１件を継続審査とし、意
見書案１件を原案可決しました。
　一般質問は、２日間にわたって６人の議員が、
市政全般について市当局に質問しました。

　※第２回定例会の録画映像は、大仙市ホームページの議会のページでご覧いただけます

　　　　〈市議会トップページ → 議会中継［映像アーカイブ］→ 平成28年第２回定例会　本会議〉

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
同
意
）

◇
鈴
木
直
樹
氏
（
長
野
＝
再
任
）

◇
工
藤
浩
一
氏
（
協
和
小
種
＝
新
任
）

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
同
意
）

◇
森
京
子
氏
（
刈
和
野
＝
再
推
薦
）

▼
大
仙
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
保
育
の
需
要
に
対
し
て
保
育
の
受
け
皿

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
的
保

育
事
業
な
ど
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
（
厚
生
労
働
省
令
）
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
待
機
児
童
を
解
消
し
、
受
け
皿
の

拡
大
が
進
む
ま
で
の
当
分
の
間
の
特
例
と

し
て
、
保
育
士
の
配
置
基
準
の
特
例
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
で
、
幼
稚
園
教
諭
も
し
く
は

小
学
校
教
諭
ま
た
は
養
護
教
諭
の
免
許
を

有
す
る
人
を
保
育
士
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
保
育
士
の
配
置
基
準
に
も
特

例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
４
件
と
も
全

会
一
致
で
可
決
）

◇
消
防
用
軽
四
輪
駆
動
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
８
台
を
購
入
。
取
得
金
額
は
４

６
３
１
万
４
０
０
円
で
、
神
岡
・
西
仙
北
・

太
田
地
域
に
１
台
ず
つ
、
大
曲
地
域
に
３

台
、
中
仙
地
域
に
２
台
配
備
し
ま
す
。

防災ラジオ１万台購入の財産取得案を可決

▲配備される軽四輪駆動積載車
▲小型動力ポンプ（出力40.8ps）
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２

補
　
正
　
予
　
算

刈
和
野
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
対
策
工

事
に
係
る
経
費
１
億
２
８
６
２
万
円
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
協
和
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
対

策
工
事
に
係
る
経
費
２
５
１
０
万
円
で
す
。

　

第
２
回
臨
時
会
が
４
月
26
日
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
報
告
６
件
、
補
正
予
算
案

１
件
が
上
程
さ
れ
、
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
大
仙
市
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）（
全

会
一
致
で
承
認
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
の

各
年
度
分
の
市
民
税
に
限
り
、
特
定
一
般

医
薬
品
等
の
購
入
費
１
万
２
千
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
前
年
に
特
定
健
康
診

査
等
を
受
け
て
い
る
な
ど
一
定
の
条
件
を

満
た
す
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
に
つ

き
、
８
万
８
千
円
を
限
度
に
所
得
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
医
療

費
控
除
の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

※

特
定
一
般
医
薬
品
と
は･･･

  

医
療
用
薬
品
か
ら
一
般
用
医
薬
品
に
転

用
さ
れ
、
薬
局
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
全
国
花
火
競
技
大
会
（
大
曲
の
花
火
）

の
花
火
打
ち
上
げ
会
場
の
管
理
用
道
路
の

整
備
、
排
水
対
策
、
不
陸
整
正
に
係
る
負

担
金
２
０
０
０
万
円
、
雪
解
け
後
の
道
路

や
側
溝
の
損
傷
箇
所
の
早
急
な
補
修
対
策

を
図
る
た
め
の
経
費
８
０
０
０
万
円
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
４
５
６
億
９
４
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◀
臨
時
会
冒
頭
、
開
議
に
先
立
ち
、「
平
成
28

　
年
熊
本
地
震
」
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た

　
皆
さ
ま
に
対
し
、哀
悼
の
意
を
表
す
る
た
め
、

　
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

◇
防
災
ラ
ジ
オ
１
万
台
を
購
入
。
取
得
金

額
は
１
億
２
９
１
６
万
８
千
円
で
、
高
齢

者
世
帯
や
小
中
学
校
に
無
償
貸
与
す
る
ほ

か
、
一
般
向
け
に
も
販
売
し
ま
す
。

◇
除
雪
機
械
（
除
雪
ド
ー
ザ
11
ｔ
級
）
１

台
を
購
入
。
取
得
金
額
は
１
５
６
３
万
８

４
０
０
円
で
、
協
和
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
配
備
し
ま
す
。

◇
除
雪
機
械
（
除
雪
ド
ー
ザ
14
ｔ
級
）
１

台
を
購
入
。
取
得
金
額
２
１
７
０
万
８
千

円
で
、
大
曲
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
配
備

し
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
１
３
２
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
４
５
８
億
７
５
５
万
３
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
は
、
太
田
地
域
の
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
が
実
施
す
る
自
家
発
電

機
整
備
事
業
に
係
る
助
成
金
２
０
０
万
円
、

移
住
定
住
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
や

首
都
圏
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
お
よ
び
だ
い
せ

ん
ラ
イ
フ
の
Ｐ
Ｒ
促
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
作
成
に
係
る
経
費
３
４
４
万
７
千

円
、
市
内
の
ぶ
ど
う
生
産
者
協
議
会
が
太

田
地
域
で
行
う
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

ぶ
ど
う
棚
整
備
等
に
対
す
る
補
助
金
１
２

７
５
万
２
千
円
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と

連
携
し
た
農
地
の
集
約
化
が
図
ら
れ
て
い

る
市
内
34
地
区
に
お
け
る
、
農
地
の
拡
大

や
暗
渠
排
水
整
備
等
の
基
盤
整
備
事
業
に

係
る
補
助
金
３
２
３
１
万
７
千
円
な
ど
で

す
。

▼
平
成
28
年
度
大
仙
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
全
会

一
致
で
可
決
）

　
大
曲
・
神
岡
地
域
の
管
路
工
事
お
よ
び

だいせん市議会だより　平28.7第２回定例会の概要

▲大仙市オリジナル防災ラジオ▲協和地域に配備されるものと同型の
除雪ドーザ

第
２
回
臨
時
会
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県
内
外
の
高
校
・
大
学
等
を
卒

業
し
た
大
仙
市
出
身
者
の
就
職
状
況
は
。

ま
た
、
市
内
へ
の
就
職
に
当
た
り
、
実
施

し
て
い
る
支
援
策
は
。

大
曲
仙
北
管
内
の
高
校

に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
就
職
者
数
は

１
６
５
名
の
73
・
３
％
、
市
内
就
職
者
数

は
97
名
の
43
・
１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

県
内
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
３
校

へ
確
認
し
た
が
、
県
内
就
職
者
は
４
３
８

名
で
あ
っ
た
。企
業
へ
の
支
援
策
で
は「
大

仙
市
若
者
定
住
促
進
雇
用
助
成
金
制
度
」

に
よ
り
、
雇
用
者
１
名
当
た
り
10
万
〜
30

万
円
を
助
成
し
て
い
る
。
大
学
生
へ
の
支

援
で
は「
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」

を
秋
田
大
学
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
実
施
状
況
、
企
業

か
ら
提
示
さ
れ
た
条
件
は
。

昨
年
度
は
首
都
圏
の
企

業
延
べ
22
社
に
市
長
や
副
市
長
、
職
員
が

訪
問
し
、
ま
た
、
秋
田
県
企
業
立
地
事
務

所
へ
の
市
派
遣
職
員
が
延
べ
１
３
４
社
を

訪
問
し
て
い
る
。
条
件
と
し
て
は
、
空
き

工
場
・
工
業
用
水
の
有
無
、雇
用
へ
の
支
援
、

優
秀
な
人
材
確
保
へ
の
協
力
、
下
請
け
企

業
の
集
積
情
報
、
交
通
利
便
性
な
ど
が
あ

っ
た
。

国
と
の
連
携
は
。

経
済
産
業
省
東
北
経
済

産
業
局
へ
の
職
員
派
遣
に
よ
り
、
国
の
施

策
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
市
内
企
業
の
要

望
に
即
応
し
て
い
る
。

　
大
卒
者
の
雇
用
が
少
な
い
の
で
、
誘
致

に
際
し
て
は
、
本
社
機
能
移
転
や
研
究
機

関
な
ど
大
卒
者
の
雇
用
に
つ
な
が
る
業
種

を
考
慮
し
、
若
者
の
定
住
促
進
に
結
び
つ

け
た
い
。

業
務
等
の
繁
閑
に
対
応
す
る

た
め
、
併
任
辞
令
に
よ
る
組
織
体
制
の
構

築
と
充
実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

各
部
署
の
事
務
事
業
に
応
じ

て
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
必
要
に

応
じ
、
応
援
体
制
も
構
築
し
て
い
る
。
確

定
申
告
時
、
選
挙
・
花
火
大
会
な
ど
の
大

規
模
な
行
事
で
は
、
兼
務
・
併
任
辞
令
を

交
付
し
て
い
る
。

※

こ
の
ほ
か
、
大
仙
市
の
観
光
、
防
災
計

画
（
防
災
訓
練
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

ここがききたい！一般質問

併
任
辞
令
の
取
り
組
み
の
考
え
は

Ｑ 

雇
用
対
策
と

　
　
　

 　
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は

Ａ 

大
卒
者
の
雇
用
に

　

 　
　
つ
な
が
る
業
種
を
考
慮
す
る

Ｑ 

強
靭
化
「
地
域
計
画
」
は

　

 

い
つ
頃
を
目
途
に
策
定
す
る
の
か

小松　栄治　議員
新政会

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

今
後
も
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
自

然
災
害
等
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
市
の
強
靭
化
「
地
域
計
画
」
は
、

い
つ
頃
を
目
途
に
策
定
す
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
内
容
は
。

県
は
現
在
策
定
中
で
、
本
年
12

月
に
は
施
行
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。
県
内

市
町
村
で
は
策
定
の
必
要
性
が
、
ま
だ
議

論
さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
て
お
り
、
一
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
対

応
し
て
い
る
。
今
後
、
独
立
し
た
強
靭
化

「
地
域
計
画
」
策
定
の
必
要
性
も
含
め
、

検
討
す
る
。保

育
所
な
ど
で
児
童
が
急
病
に

な
っ
た
場
合
、
共
働
き
な
ど
の
理
由
で
児

童
を
迎
え
に
行
け
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
、

病
児
保
育
施
設
か
ら
保
育
士
と
看
護
師
を

派
遣
し
、
体
調
不
良
の
児
童
が
い
る
保
育

施
設
ま
で
迎
え
に
行
く
「
お
迎
え
型
体
調

不
良
児
保
育
事
業
」
を
検
討
で
き
な
い
か
。

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
体
調
不
良
の
子
ど
も
に
と

っ
て
一
番
安
心
で
き
る
の
は
家
庭
で
あ
り

保
護
者
の
寄
り
添
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
働
き
や
す
く
子
育
て
の
し
や
す
い
職

場
の
環
境
・
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
な
の

で
、
関
係
団
体
へ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
。

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
施
策

や
世
代
間
合
意
が
不
可
欠
で
あ
る
分
野
の

施
策
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
も
積

極
的
か
つ
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
各

種
審
議
会
・
懇
談
会
等
の
委
員
構
成
に
配

慮
し
、
若
者
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

若
い
世
代
の
声
は
非
常
に
貴
重

で
大
切
で
あ
り
、
全
て
の
世
代
が
そ
れ
ぞ

れ
の
良
さ
を
活
か
し
、
と
も
に
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
の
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
環
境
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
政
策
合
意
に
あ
た
る
審
議
会
等
で
は
、

提
案
の
趣
旨
に
も
十
分
配
慮
し
た
委
員
構

成
と
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

若
者
や
子
育
て
世
代
が

　
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
を

若
者
の
政
策
形
成
過
程
へ
の
参
画
は

Ａ 

県
の
計
画
の
方
向
性
を

　

 　
　
　
　
　
見
極
め
、
検
討
す
る

秩父　博樹　議員
大地・公明の会

質
問

質
問

市
長

老
松
副
市
長

質
問

市
長

久
米
副
市
長

久
米
副
市
長

久
米
副
市
長



さ
れ
た
も
の
で
、
単
純
に
人
口
比
率
で
他

の
圏
域
と
比
較
す
る
も
の
で
は
な
い
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
国
の
財
政

支
援
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
。
ま

た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
は
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

当
市
は
１
億
１
千
万
円
の
増
額

交
付
を
受
け
、
米
価
下
落
の
影
響
な
ど
に

伴
っ
た
国
保
世
帯
の
所
得
減
少
に
よ
る
国

保
税
の
減
収
に
充
当
し
、
税
率
を
据
え
置

い
た
。
国
の
財
政
支
援
が
あ
っ
て
も
国
保

財
政
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
平
成
30
年

度
の
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
と
な
る

ま
で
は
、
引
き
続
き
繰
出
し
を
実
施
し
て

い
く
。

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に

は
反
対
だ
が
、
県
単
位
化
後
の
運
営
や
国

保
税
な
ど
の
基
本
情
報
を
伺
う
。

国
・
県
の
公
費
や
市
町
村
か
ら

の
納
付
金
を
財
源
に
、
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
る
。
県
が
決
定
す
る
納
付

金
に
よ
り
国
保
税
率
が
決
定
さ
れ
る
が
、

県
の
試
算
は
10
月
に
実
施
予
定
で
、
現
段

階
で
は
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

5
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安
倍
政
権
の
社
会
保
障
制
度
に

つ
い
て
の
市
長
の
捉
え
方
は
。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
構
築

に
よ
り
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
」「
医
療
・

介
護
」
な
ど
の
各
分
野
で
社
会
保
障
の
充

実
に
向
か
う
こ
と
を
期
待
す
る
。

こ
れ
以
上
の
社
会
保
障
解
体
は

許
さ
れ
な
い
。
国
に
要
請
で
き
な
い
か
。

「
社
会
保
障
解
体
を
や
め
よ
」

と
い
う
要
請
は
考
え
て
い
な
い
が
、「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
よ
る
制
度

改
革
は
実
行
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。

病
床
数
の
削
減
は
地
域
の
実
情

に
合
わ
な
い
の
で
は
。
ま
た
、
大
曲
仙
北

地
域
の
人
口
に
対
す
る
基
準
病
床
数
が
他

の
圏
域
よ
り
少
な
く
な
い
か
。

将
来
推
計
人
口
や
患
者
の
受
診

動
向
な
ど
を
も
と
に
推
計
さ
れ
た
病
床
数

は
、
単
に
病
床
数
を
削
減
す
る
も
の
で
は

な
く
、
不
足
し
て
い
る
病
床
の
機
能
区
分

を
把
握
し
、
い
か
に
改
善
し
て
い
く
か
を

判
断
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

基
準
病
床
数
は
、
年
齢
階
級
別
人
口
や
退

院
率
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
指
数
に
よ
り
調
整

地
域
医
療
構
想
は
こ
れ
で
良
い
の
か

国
民
健
康
保
険
制
度
は
ど
う
な
る

Ｑ 

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
制
度
を

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
捉
え
る

Ａ 

社
会
保
障
の
充
実
に

　

 　
　
向
か
う
こ
と
を
期
待
し
た
い

藤田　和久　議員
日本共産党

産
業
用
大
麻
と
は‥

　
麻
薬
成
分
を
含
ま
な
い
無
毒
の
大
麻
草

で
、
寒
さ
や
病
害
虫
に
も
強
く
、
農
薬
が

不
要
の
た
め
栽
培
も
し
や
す
い
。
繊
維
や

種
子
、
根
な
ど
か
ら
２
万
５
千
種
類
の
生

活
用
品
が
作
ら
れ
る
ほ
ど
汎
用
性
が
高
く
、

品
質
の
良
い
国
産
の
「
産
業
用
大
麻
」
は

栽
培
面
積
が
少
な
い
た
め
、
収
益
も
高
く

安
定
し
て
い
る
。

　
無
毒
で
は
あ
る
が
大
麻
取
締
法
の
規
制

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
栽
培
等
は
都
道

府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
「
大
麻
栽
培

者
」
な
ど
ご
く
１
部
に
し
か
許
さ
れ
な
い
。

国
産
シ
ェ
ア
が
わ
ず
か
１
％
ほ

ど
し
か
な
く
、
花
火
玉
の
原
料
と
し
て
大

量
に
使
用
さ
れ
る
「
麻
炭
」
の
原
料
と
な

る
「
産
業
用
大
麻
」
は
、
花
火
産
業
を
産

業
と
し
て
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
農
作
物
と
し
て
も
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
が
、
そ
の
有
用
性
を
い
か

に
考
え
る
か
。
ま
た
、
大
仙
市
内
で
「
産

業
用
大
麻
」
の
栽
培
を
目
指
し
「
栽
培
特

区
」
に
向
け
た
検
討
会
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

産
業
用
大
麻
を
農
業
振
興
の
点

か
ら
見
た
場
合
、
無
農
薬
栽
培
で
短
期
間

で
の
収
穫
が
可
能
で
あ
り
、
繊
維
量
も
多

く
有
用
性
は
あ
る
が
、
生
産
者
は
大
麻
取

締
法
に
基
づ
く
「
大
麻
取
扱
者
免
許
」
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上
、
種
子
の

増
産
は
公
的
研
究
機
関
に
よ
る
こ
と
が
要

件
と
な
り
、
栽
培
に
至
っ
た
場
合
で
も
無

毒
化
維
持
に
向
け
た
管
理
体
制
な
ど
課
題

も
多
い
。

　
産
業
用
大
麻
は
多
様
性
や
国
産
の
希
少

性
か
ら
有
用
性
は
認
識
す
る
が
、
産
業
用

と
は
い
え
大
麻
草
の
生
産
を
奨
励
し
て
い

く
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
。
　
　

大
仙
市
が
誇
る
国
の
名
勝
「
旧

池
田
氏
庭
園
」
と
地
域
に
根
差
し
た
文
化

で
愛
好
家
も
多
い
囲
碁
・
将
棋
を
掛
け
合

わ
せ
、「
旧
池
田
氏
庭
園
」
で
囲
碁
や
将

棋
の
タ
イ
ト
ル
戦
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

タ
イ
ト
ル
戦
運
営
に
必

要
な
施
設
規
模
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を

勘
案
す
る
と
、
当
地
で
の
開
催
は
難
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
プ
ロ
棋
士
を
招
い
て
の

公
開
対
局
等
の
実
績
も
あ
る
の
で
、
庭
園

の
魅
力
を
活
か
し
た
環
境
で
の
公
開
対
局

等
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
相
談
し
な
が

ら
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

旧
池
田
市
庭
園
の
活
用
は

Ｑ 「
産
業
用
大
麻
栽
培
特
区
」に
向
け

 　
　
　
　
　
検
討
会
を
設
置
し
て
は

Ａ 

現
状
で
は
課
題
も
多
く
、

　

 　
大
麻
草
栽
培
の
奨
励
は
難
し
い

後藤　健　議員
大地・公明の会

質
問

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

市
長

市
長

質
問

市
長

質
問

生
涯
学
習
部
長
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平
成
17
年
４
月
に
「
市
政
は
市

民
の
た
め
に
」
を
基
本
理
念
に
ス
タ
ー
ト

し
た
栗
林
市
政
の
、
今
日
ま
で
の
舵
取
り

の
感
想
は
。初

代
大
仙
市
長
と
し
て
市
政

の
舵
取
り
役
を
担
っ
て
か
ら
11
年
が
経
っ

た
。
誕
生
か
ら
10
年
間
は
「
基
礎
固
め
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
第
１
次
大
仙
市
総
合

計
画
の
も
と
、医
療
・
福
祉
、子
育
て
・
教
育
、

産
業
、
防
災
な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
必
要
な
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
大
仙
仙

北
圏
域
住
民
の
長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
仙

北
組
合
総
合
病
院
の
改
築
を
核
と
し
た
市

街
地
再
開
発
事
業
の
完
成
は
、
市
民
や
圏

域
住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、
健
や

か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
つ
な
が
る
大
き
な

成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
被
災
地
支
援
を
通
じ
た
市
民
の
防

災
意
識
向
上
と
危
機
対
応
力
強
化
、
市
政

推
進
の
基
盤
と
な
る
「
市
民
と
行
政
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
明
確
な
指
針
と

し
て
「
大
仙
市
民
憲
章
」「
だ
い
せ
ん
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
市
民
の
手
づ
く

り
に
よ
り
策
定
し
た
こ
と
な
ど
は
、
新
市

誕
生
か
ら
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
信
と
手
応
え
に
つ

な
が
る
成
果
で
あ
っ
た
。

労
使
が
正
常
な
交
渉
を
積
み

重
ね
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、

こ
の
10
年
間
で
職
員
団
体
と
の
交
渉
の
雰

囲
気
は
。
ま
た
、
職
員
団
体
加
入
者
が
減

少
す
る
中
、
今
後
ど
の
よ
う
に
交
渉
し
て

い
く
の
か
。合

併
か
ら
10
年
間
に
お
け
る

職
員
団
体
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
給
与

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
老
人
介
護
施
設
や
保

育
園
等
の
法
人
化
の
大
き
な
問
題
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
事
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず

職
員
の
処
遇
な
ど
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
は
、
常
に
職
員
団
体
に
説
明
し
、
理
解

を
求
め
る
な
ど
真
摯
な
対
応
を
し
て
き
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

真
摯
に
対
応
を
心
掛
け
て
い
く
。

※

こ
の
ほ
か
、
第
２
次
大
仙
市
観
光
振
興

計
画
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ここがききたい！一般質問

市
職
員
団
体
と
の
交
渉
は

Ｑ 

今
日
ま
で
の

　
　
　

 　
市
政
の
舵
取
り
の
感
想
は

Ａ 

本
市
の
課
題
に
必
要
な

　

 　
　
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
た

Ｑ 

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と

　

 　
　
乳
房
補
正
具
購
入
に
補
助
を

佐藤　隆盛　議員
市民クラブ

質
問

質
問

市
長

が
ん
治
療
を
安
心
し
て
受
け
、

そ
の
後
の
社
会
復
帰
へ
の
不
安
解
消
の
一

助
と
し
て
、
医
療
用
補
正
具
購
入
費
用
に

補
助
で
き
な
い
か
。

が
ん
の
放
射
線
治
療
や
抗
が
ん

剤
治
療
の
副
作
用
で
あ
る
脱
毛
や
、
手
術

に
よ
る
乳
房
の
喪
失
は
精
神
的
苦
痛
で
あ

り
、
心
身
に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
治
療
を
受
け
な
が
ら
社

会
生
活
を
送
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
補
正
具
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。

県
の
対
応
や
他
市
町
村
の
動
向
を
参
考
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

就
学
援
助
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
活

動
費
を
支
給
対
象
と
す
る
よ
う
求
め
る
と

と
も
に
、
入
学
準
備
金
の
額
を
増
額
し
、

入
学
前
支
給
が
で
き
な
い
か
。

放
課
後
の
活
動
に
つ
い
て
個

人
負
担
額
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
適
正
な
基
準

を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
就
学
援

助
の
額
は
国
が
示
す
単
価
を
も
と
に
決
定

し
て
お
り
、
本
市
の
認
定
基
準
や
対
象
支

給
項
目
は
県
内
で
も
高
い
水
準
で
あ
る
。

ま
た
、
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
の
生
活
状
況
で
判
断
し
て
い
る
た
め
、

３
月
中
に
支
給
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の
無
料

化
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
般
、
県
に
お
い
て
「
秋
田
県

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
補
助

対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
な

り
、
県
一
元
化
が
実
現
し
た
。
市
で
は
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
義
務
教
育
課
程

ま
で
と
捉
え
て
お
り
、
高
校
生
の
医
療
費

助
成
は
県
全
体
の
施
策
と
考
え
る
。

市
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
高
校

新
卒
者
の
採
用
枠
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

合
併
後
、
定
員
適
正
化
計
画
に

よ
り
採
用
す
る
職
員
が
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

大
学
生
活
な
ど
に
よ
り
社
会
経
験
を
積
み
、

短
期
間
の
研
修
で
市
職
員
の
一
員
と
し
て

仕
事
に
従
事
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
る
。

引
き
続
き
、
現
在
の
方
針
で
採
用
し
て
ま

い
り
た
い
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

高
校
新
卒
者
の
採
用
を

Ａ 

県
の
対
応
・
他
市
町
村
の
動
向

　

 　
　
　
　
　
を
参
考
に
検
討
す
る

佐藤　文子　議員
日本共産党

質
問

質
問

教
育
長

質
問

質
問

市
長

市
長

市
長

市
長
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第２回定例会賛否一覧

９名の議員に永年勤続者表彰

会派・議員名

議案等名

議案賛成者は○とし、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

議決結果

大地・公明の会 新政会 だいせんの会 市民
クラブ共産党

盛
隆
藤
佐

久
和
田
藤

子
文
藤
佐

一
裕
玉
児

誠
　
村
橋

美
武
谷
古

雄
芳
藤
佐

英
敏
橋
高

郎
緑
山
小

隆
　
木
茂

俊
秀
邊
渡

吉
清
藤
佐

治
栄
松
小

郎
五
本
橋

健
　
葉
千

男
輝
間
本

夫
忠
野
大

芳
喜
岡
冨

晴
幸
橋
高

柏
　
塚
石

男
育
藤
佐

健
　
藤
後

樹
博
父
秩

男
道
谷
金

吉
利
山
大

隆
　
田
武

正
　
田
鎌

●●●●●●●●●●●●　●●●●●●●●●●●●●●陳情第45号
未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する陳情 不採択

　５月31日に東京国際フォーラムで開催された「第92回全国
市議会議長会定期総会」で、佐藤文子議員、橋本五郎議員が

在職25年以上、大野忠夫議員、渡邊秀俊議員、本間輝男議員
が在職15年以上、茂木隆議員、橋村誠議員、金谷道男議員、
武田隆議員が在職10年以上の功労により表彰を受けられ、第
２回定例会２日目の本会議開会前に、千葉健議長より表彰状

が伝達されました。受賞おめでとうございます。

平成28年第２回定例会　議決結果（全会一致）

教育委員会委員の任命について
教育委員会委員の任命について
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
大仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
について
大仙市と仙北郡美郷町との境界変更について
字の区域の変更について
財産の取得について
財産の取得について
財産の取得について
財産の取得について
平成２８年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更について
平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第２号）
平成２８年度大仙市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２８年度大仙市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成２８年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第１号） 
西仙北地域刈和野地区高屋敷地内の市道並びに側溝に関する請願
未来の有権者のための、模擬投票所設置に関する陳情
教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合2分の1復元をはかるための、2017年度政府予算に係る
意見書採択の要請について
旧佐藤産業工場解体に関する陳情
教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合2分の1復元を求める意見書

議案第129号
議案第130号
議案第131号

議案第132号

議案第133号
議案第134号
議案第135号
議案第136号
議案第137号
議案第138号
議案第139号
議案第140号
議案第141号
議案第142号
議案第143号
請願第11号
陳情第45号

陳情第46号

陳情第47号
意見書案第29号

番　号 議決結果件　　名
同　意
同　意
同　意

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
採　択
不採択

採　択

継続審査
原案可決

平成28年第２回臨時会　議決結果（全会一致）

専決処分報告について（行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の一部を
改正する条例）
専決処分報告について（大仙市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分報告について（大仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分報告について（平成２７年度大仙市スキー場事業特別会計への繰入額の変更）
専決処分報告について（平成２７年度大仙市一般会計補正予算（第９号））
専決処分報告について（平成２７年度大仙市スキー場事業特別会計補正予算（第２号））
平成２８年度大仙市一般会計補正予算（第１号）

報告第2号

報告第3号
報告第4号
報告第5号
報告第6号
報告第7号
議案第128号

番　号 議決結果件　　名

承　  認

承　  認
承　  認
承　  認
承　  認
承　  認
原案可決
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上
程
さ
れ
た
議
案
は
関
係
各

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
単
行
案
４
件
、
補
正
予
算
案

１
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

　　
集
約
し
て
の
最
終
案
か

【
問
】境
界
や
字
の
区
域
の
変
更

は
、
ほ
場
整
備
に
伴
っ
て
、
大

仙
市
、
美
郷
町
の
人
も
現
況
が

い
ろ
ん
な
所
に
あ
っ
て
、
最
終

的
に
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
大
仙

市
側
、
美
郷
町
側
に
集
約
し
て
、

今
回
の
最
終
案
と
な
っ
た
の
か
。

【
答
】所
有
者
は
必
ず
し
も
大
仙

市
、
美
郷
町
だ
け
と
限
ら
ず
、

換
地
処
分
は
で
き
る
だ
け
集
約

す
る
が
、
今
回
の
字
界
、
境
界

変
更
で
は
地
形
等
を
重
視
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
境
界
と
し
て
い

る
。

　
ポ
ン
プ
車
の
耐
用
年
数
は

【
問
】老
朽
化
に
伴
う
更
新
だ
が
、

ポ
ン
プ
車
の
耐
用
年
数
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
ま
た
、
古
い
ポ
ン

プ
車
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】耐
用
年
数
は
10
年
で
あ
る

が
、
約
20
年
以
上
で
更
新
の
対

完
工
を
実
施
し
て
い
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。
件
数
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
こ
の
補
完
工
に

よ
り
排
水
不
良
の
解
消
に
努
め

た
い
。

　
韓
国
唐
津
市
と
の

　
　
　
　
　
　
国
際
交
流
は

【
問
】将
来
的
に
は
経
済
的
な
交

流
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち

で
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】唐
津
市
と
大
仙
市
と
で
は
、

人
口
規
模
や
経
済
規
模
の
違
い

か
ら
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
ま
で

は
で
き
て
い
な
い
が
、
来
年
の

友
好
都
市
協
定
締
結
10
周
年
を

契
機
に
、
ど
の
よ
う
な
経
済
交

流
が
持
て
る
の
か
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
間
の
交
流
か
ら
民
間
交

流
へ
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
商
工

団
体
等
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

象
と
し
て
い
る
。
古
い
ポ
ン
プ

車
は
購
入
先
で
下
取
り
し
て
い

た
だ
く
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
は

【
問
】無
償
貸
代
す
る
避
難
行
動

要
支
援
世
帯
と
は
ど
ん
な
世
帯

か
。ま
た
、一
般
販
売
の
仕
方
は
。

【
答
】高
齢
者
・
障
害
者
等
の
う

ち
、
災
害
発
生
時
の
避
難
等
に

特
に
支
援
を
要
す
る
方
が
い
る

世
帯
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
販

売
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
多
く
の
方
か
ら

購
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

【
問
】無
償
貸
与
で
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
、
施
設
に
入
る
方
が
い

た
場
合
の
防
災
ラ
ジ
オ
の
扱
い

は
。
ま
た
、
避
難
勧
告
等
に
対

し
て
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の

か
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
は
作
成
し

て
い
な
い
の
か
。

【
答
】防
災
ラ
ジ
オ
の
耐
用
年
数

５
年
を
基
準
に
、
５
年
以
内
は

返
還
し
て
も
ら
い
、
超
え
る
も

の
は
支
給
と
な
る
。
ま
た
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
市
の

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

に
併
せ
作
成
す
る
。

　
他
の
地
域
で
も

　
　
　
　
　
該
当
す
る
の
か

【
問
】災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
お
い
て
、
太
田
地
域
が

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
が
、
他
の
地
域
や
自

治
防
災
組
織
で
も
、
こ
の
助
成

事
業
に
該
当
す
る
の
か
。

【
答
】こ
の
助
成
制
度
は
、
50
万

円
か
ら
２
０
０
万
円
ま
で
の
枠

が
あ
る
が
、
規
模
に
応
じ
て
申

請
は
で
き
る
。
積
極
的
に
地
域

や
自
主
防
災
組
織
が
手
を
挙
げ

れ
ば
、
市
で
申
請
し
て
い
き
た

い
。

　
補
正
予
算
案
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
大
仙
市
へ
の

　
　
移
住
・
定
住
の
事
例
は

【
問
】こ
れ
ま
で
大
仙
市
へ
移
住

や
定
住
に
関
し
て
の
問
い
合
わ

せ
は
何
件
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
っ
た
事

例
、
特
に
空
き
家
を
活
用
し
た

例
は
あ
っ
た
か
。

【
答
】４
月
に
大
仙
ラ
イ
フ
促
進

班
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
３
件
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
昨
年

度
は
、
５
世
帯
８
名
の
方
が
大

仙
市
に
移
り
住
ん
で
い
る
が
、

空
き
家
を
活
用
し
た
例
は
な
か

っ
た
。

【
問
】移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
に
、
宿
泊
体
験
な
ど
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

大
仙
市
で
は
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
行
い
、
成
果
を
残
そ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

【
答
】こ
れ
ま
で
の
相
談
実
績
か

ら
、
移
住
希
望
者
向
け
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
制
度
を
整
備
し
、
移

住
希
望
者
に
情
報
を
伝
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
昨
年
度
、
県

の
お
試
し
移
住
事
業
を
活
用
し
、

１
世
帯
３
人
家
族
が「
大
曲
の

花
火
　
秋
の
章
」に
合
わ
せ
て

宿
泊
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
冬
の
お
祭
り「
刈

和
野
の
大
綱
引
き
」に
合
わ
せ

て
宿
泊
体
験
を
計
画
し
、
雪
寄

せ
や
雪
道
で
の
運
転
な
ど
の
体

験
を
含
め
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
暗
渠
排
水
の
不
具
合
は

【
問
】基
盤
整
備
の
施
行
後
に
、

暗
渠
排
水
が
機
能
し
て
い
な
か

っ
た
例
は
あ
る
か
。

【
答
】ほ
場
の
沈
下
や
暗
渠
の
不

具
合
に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備

の
施
行
後
の
作
付
け
を
見
て
、

具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
を
直
す
補

委員会審査のあらまし

▲昨年８月、唐津市より訪問団が来庁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

企
画
産
業
常
任
委
員
会
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条
例
案
１
件
、
単
行
案
１
件
、

補
正
予
算
案
２
件
、
陳
情
１
件

を
審
査
し
ま
し
た
。

　
保
育
士
の
雇
用
に
懸
念

【
問
】大
仙
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
を
、
保
育

士
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
当

面
の
対
策
と
し
て
今
回
改
正
す

る
よ
う
だ
が
、
将
来
、
無
資
格

者
の
雇
用
が
常
態
化
し
な
い
か
。

【
答
】こ
の
改
正
に
よ
る
配
置
基

準
の
弾
力
化
は
当
分
の
間
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
市
内

の
法
人
で
も
資
格
が
な
い
と
受

入
児
童
数
の
拡
大
が
図
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
た
め
、
有
資
格
者

の
採
用
を
優
先
す
る
。

　
ス
ポ
少
・
部
活
動
と

　
　
　
　
　
重
な
ら
な
い
か

【
問
】児
童
生
徒
の
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
を
育
て
、
地
域
の
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指

す「
大
仙
ふ
る
さ
と
博
士
育
成

事
業
」の
活
動
は
、
学
校
の
長

期
休
暇
・
土
日
・
祝
日
を
想
定

し
て
い
る
。
ス
ポ
少
や
部
活
動

と
重
な
る
が
可
能
か
。

【
答
】こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
な
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
考
え

ら
れ
る
が
、
精
査
し
な
が
ら
解

決
し
て
い
く
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
協
力
を
求
め
て
い
く

こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
単
行
案
２
件
、
補
正
予
算
案

２
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
ま

し
た
。

　
な
ぜ
10
カ
月
も

　
　
　
　
　
　
か
か
る
の
か

【
問
】大
曲
地
域
に
配
備
す
る
除

雪
ド
ー
ザ
の
納
入
期
限
が
、
来

年
、
平
成
29
年
３
月
21
日
と
の

こ
と
だ
が
、
納
入
ま
で
に
10
カ

月
も
要
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】平
成
26
年
度
か
ら
排
ガ
ス

規
制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
大

手
除
雪
機
メ
ー
カ
ー
数
社
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
納
入
に

最
短
で
７
カ
月
、
最
長
で
10
カ

月
と
の
回
答
が
あ
っ
た
た
め
、

納
入
期
限
を
最
長
の
10
カ
月
と

し
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
入
札

で
仮
契
約
し
た
業
者
か
ら
は
、

７
カ
月
で
納
入
で
き
る
と
の
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、

本
契
約
後
に
は
、
少
し
で
も
前

倒
し
で
納
入
で
き
る
よ
う
交
渉

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

　
　
　
　
　
　
設
備
の
数
は

【
問
】今
回
の
補
正
に
よ
り
、
下

水
処
理
場
内
の
設
備
で
耐
用
年

数
の
過
ぎ
た
も
の
を
更
新
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
市
全
体
で
耐

用
年
数
の
過
ぎ
た
も
の
は
、
ど

の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

【
答
】公
共
下
水
道
施
設
関
係
で

は
、刈
和
野
・
強
首
・
協
和
中
央
・

南
外
の
４
カ
所
の
処
理
場
が
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
、
設
備
の
耐

用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
の
は
、

刈
和
野
・
強
首
・
協
和
中
央
の

３
カ
所
で
あ
る
。
こ
の
３
カ
所

に
つ
い
て
は
、
処
理
場
の
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
整

備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

ＦＭはなびで議会の活動を紹介しています
　５月から、広報広聴常任委員が交代

で市議会の活動などを放送しています。

　５月は石塚柏委員長が市議会の今後について、

６月は小山緑郎副委員長が市政懇談会の開催につ

いて放送しました。

　７月は秩父博樹委員が、８月は佐藤育男委員が

担当します。

　議会の仕組みや活動などをわかりやすく伝えて

いきますので、ぜひお聴きください。

　●番 組 名 ･･･ 市議会だより
　●放送日時 ･･･ 金曜日 10:15～10:30
　　　　　　　　 日曜日 12:45～13:00（再放送）
　　　　　　　　 火曜日 18:45～19:00（再放送）

▲大曲地域に配備されるものと同型の除雪ドーザ

▲収録を行う石塚柏広報広聴常任委員長（左）
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July.2016 DAISEN City Council News 政務活動費の報告

平成27年度政務活動費の会派別収支状況をお知らせします
政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費として、会派ごとに交付されております。

交付額は、１人あたり月15,000円です。
収支の内容は毎年度議長に報告され、残額がある場合は市に返還することになっております。

市民の方ならどなたでも閲覧できますので、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

【政務活動費の項目解説】　（主なもの）
・調査研究費：市の事務、地方行財政等関する調査研究及び調査委託に関する経費（資料印刷費、調査委託費、文書通信費、

　　　　　　　　交通費、宿泊費等）

・研　修　費：研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、会場費、交

　　　　　　　　通費、宿泊費、文書通信費、参加費等）

・広　報　費：活動、市政について住民に報告するために要する経費（広報誌・報告書等印刷費、会場費、茶菓子代、文書

　　　　　　　　通信費、交通費等）

・資料作成費：活動に必要な資料の作成に要する経費（印刷製本費、翻訳料、事務機器購入、リース代等）

・資料購入費：活動に必要な図書、資料等の購入に関する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料、有料データベース利用料等）

・その他の経費：その他の活動に必要な経費

会派への交付額
支 出 額

差引額（返還額）

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
そ の 他 経 費

訳
　
　
内

会派名

※公明党の議員が大地の会へ９月17日より加入したため、公明党の政務活動費は９月分までとなっております。
　また、支出額には自己負担分が含まれています。       
※市民クラブは所属の議員が８月に逝去されたため、９月に105,000円が返還されました。

項　目
大地の会

（12人→13人）
2,250,000
1,815,957
1,747,310
32,863

26,784
9,000

434,043

1,080,000
945,491
921,480
16,431

7,580
134,509

900,000
838,861
720,280
13,693

87,588

17,300
61,139

255,000
179,730
172,833
5,477

1,420
75,270

360,000
316,847
132,810
5,477

172,560

6,000
43,153

90,000
110,151
107,412
2,739

0

新政会
（６人）

だいせんの会
（５人）

市民クラブ
（２人→１人）

日本共産党
（２人）

公明党
（１人：４月～９月）

（単位：円）

「市政懇談会」への出席者数
開催日

計

場　所 人数
南外コミュニティセンター
はぴねす大仙
内小友公民館
角間川公民館
神岡福祉センター
中仙農村環境改善センター
西仙北支所
協和支所
太田文化プラザ
仙北支所

24人
5人
9人
8人
19人
22人
47人
22人
31人
14人
201人

６月27日（月）

６月28日（火）

６月29日（水）

６月30日（木）

７月１日（金）

大仙巿議会「巿政懇談会」を開催
　６月２７日～７月１日までの５日間、大仙市議会「市政懇談会」を開催しました。

　議員が５班編成で市内１０箇所に出向き、議会の活動状況や平成２８年度予算の主な事業について

報告し、地方創生に伴う人口ビジョンや総合戦略、第２次大仙市総合計画における各地域の振興計画

について説明しました。

　市民の皆さまからは、たくさんのご意見・ご提言をいただきました。

　詳細については、後日、市議会だより第４６号でお知らせいたします。

▶
西
仙
北
地
域
で
の
市
政
懇
談
会



11

だいせん市議会だより　平28.7議会のうごき

「繰越明許費」
　地方自治体の予算は「会計年度独立の原則」

によって、歳出はその年度の歳入をもって充て、

これを翌年度に繰り越しして使用することはで

きません。

　しかし実際には、天候の都合、起債の遅れ、

その他突発事故等によって工事等が遅れ、年度

内に完了することができない場合があります。

　こうした場合に「会計年度独立の原則」の例

外として、予算に定めて、翌年度に繰り越しし

て経費を支出できるものとしており、これを繰

越明許費といいます。

行政視察の受け入れ状況をお知らせします

〔４月〕
20日　兵庫県伊丹市議会・大阪府豊能町議会
　　　　（教育の取り組みについて）

〔５月〕
10日　熊本県人吉市議会
　　　　（小中学校の学力向上について）

18日　栃木県小山市議会
　　　　（小中学校の学力向上・統廃合について）

19日　茨城県水戸市議会
　　　　（一般廃棄物最終処分場について）

20日　愛媛県砥部町議会
　　　　（小中学校の学力向上について）

用語の解説用語の解説

〔
４
月
〕

１
日
　
会
派
代
表
者
会
議
・
議
員
全
員
協
議
会

５
日
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

７
日
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

19
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

21
日
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

26
日
　
第
２
回
臨
時
会
・
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会
・
議
会
改
革
推
進
会
議

〔
５
月
〕

９
日
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

17
日
　
会
派
代
表
者
会
議
・
企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

18
日
　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

25
日
　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

30
日
　
第
２
回
定
例
会
（
第
１
日
）・
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〔
６
月
〕

７
日
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

９
日
　
第
２
回
定
例
会
（
第
２
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

10
日
　
第
２
回
定
例
会
（
第
３
日
）

　
　
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
調
査
特
別
委
員
会

13
日
　
各
常
任
委
員
会
審
査

　
　
　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
企
画
産
業
常
任
委
員
会
協
議
会

16
日
　
議
会
運
営
委
員
会

20
日
　
第
２
回
定
例
会
（
第
４
日
）・
議
員
説
明
会

27
日
　
市
政
懇
談
会
（
南
外
地
域
・
大
曲
地
域
）

　
　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

28
日
　
市
政
懇
談
会
（
大
曲
地
域
内
小
友
地
区
・
角
間
川
地
区
）

29
日
　
市
政
懇
談
会
（
神
岡
地
域
・
中
仙
地
域
）

30
日
　
市
政
懇
談
会
（
西
仙
北
地
域
・
協
和
地
域
）

〔
７
月
〕

１
日
　
市
政
懇
談
会
（
太
田
地
域
・
仙
北
地
域
）

９月定例会日程のお知らせ 議長交際費（4月1日～6月30日)
８月30日(火)
９月７日(水) 
　　８日(木) 
　　９日(金)・12日(月) 
　　16日(金) 

本会議第１日（市政報告・議案上程等）

本会議第２日（一般質問）

本会議第３日（一般質問、議案質疑、委員会付託）

　　　　 常任委員会審査

本会議第４日（委員長報告、質疑、討論、表決）

※現時点での予定であり、変更される場合があります。

　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

　　

項　目
予　算　額
支　出　額

予 算 残 額

件　数 金　額
900,000円
210,480円
10,000円
122,000円
78,480円
689,520円

22件
1件
16件
5件

　
訳

内
弔　慰
慶　祝
協　賛
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仙
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今
般
の
「
だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
」
が
発
行
さ

れ
る
こ
ろ
に
は
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
の
、
初
め
て
の
参
議
院
選
挙
の
開
票
結

果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
６
月
、
実
に
70

年
ぶ
り
に
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
成
立
し
て
以
降
、
初
の
国
政
選
挙
。
若
い
有
権
者

の
投
票
率
が
ど
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
現
れ
る
の

か
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
今
期
定
例
会
で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
20

代
と
60
代
の
有
権
者
の
投
票
率
を
比
較
す
る
と
、
全

国
的
に
約
２
倍
の
開
き
が
あ
り
、
こ
れ
は
当
市
に
お

い
て
も
同
様
の
開
き
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
若

い
世
代
の
声
が
、
政
治
に
反
映
さ
れ
て
い
る
実
感
が

な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
現
在
の
若
い
世
代
が
ど

ん
な
政
策
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
市
政
に
携
わ

る
立
場
に
あ
る
者
は
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ

”小
さ

な
声
を
聴
く
力
“
を
磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
大
仙
市
の
未
来
を
見
据
え
、
若
い
世
代
が
欲
し
て

い
る
施
策
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　（
秩
父
博
樹
　
記
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
　
　

　
委

員

長
　
石
塚
　
柏

　
副
委
員
長
　
小
山
緑
郎

　
委
　
　
員
　
秩
父
博
樹

　
　
　
　
　
　
佐
藤
育
男

　
　
　
　
　
　
佐
藤
文
子

　
　
　
　
　
　
橋
村
　
誠

　
　
　
　
　
　
高
橋
幸
晴

　
　
　
　
　
　
小
松
栄
治

　
　
　
　
　
　
渡
邊
秀
俊

　
　
　
　
　
　
大
山
利
吉

大仙市の歴史巡り（太田地域）大仙市の歴史巡り（太田地域）

July.2016 DAISEN City Council News 市議会に表敬訪問

編
集
後
記

　リオデジャネイロ・オリンピック男子マラソン

日本代表、佐々木悟選手（南外地域出身）のご両

親が６月１６日、海外で練習している佐々木選手
の代理として大仙市議会を表敬訪問され、千葉健

議長、佐藤芳雄副議長に、オリンピック出場と今

後の抱負について報告がありました。

　千葉議長からは、オリンピックでの活躍を祈念

して、激励金が贈呈されました。

十三仏（十王仏）像（龍像院蔵）
十三仏を木彫りでかたどったもので、材質は杉と

推定される。菅江真澄遊覧記「月の出羽路」前北

浦郷の中に「田の中から発掘した円空作十王像が

正覚院にあった」と記している。正覚院とは同地

域にある「羽黒神社」のことで、明治初年のとき

に神社からもらい受けている。

薬師如来像（大薗寺蔵）
円空の作といわれ、県外

からも見学者が訪れる。

木彫りで薬師如来をかた

どった像である。制作年

代ははっきりしていない。

円空の作の中では、高さ

11.2㎝、幅8㎝と、東北
地方に現存する仏像の中

では最小のものとなる。

気品豊かな如来像である。

（高橋幸晴　記）

▲表敬訪問された、佐々木選手のご両親（中央）

▶ 

雲
昌
山
　
龍
像
院

　
　
　
（
太
田
町
駒
場
）

　
　
　
（
太
田
町
石
神
）

◀ 

百
花
山
　
大
薗
寺

円空を訪ねて




